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論文内容の要旨
[目的]
消化管はノルアドレナリン，アセチルコリンを伝達物質とする交感および副交感神経によって支配さ
れていることは，よく知られているが，最近エンケファリン，サブスタンス P ，ニューロテンシン，ニュ
ーロペプチドYなど多くのペプチドを含有する神経細胞および神経終末もこの部位に豊富に存在するこ
とが知られ，ペプチドが消化管機能に何らかの重要な役割を果たしているものと推察されている。最近
これらの神経ペプチドに加えて， Vasoactive intestinal polypeptide (V 1 P) がこの部位に豊富に存
在することがあきらかにされたが，その詳細な分布および線維連絡に関しては，明確とはなっていなかっ
たO 今回，ラット胃伸展標本を用いることにより，胃内VIP陽性構造の三次元的な分布を調べると共
に，実験形態学的手法を用いてそれらの起始をも検討したO
[方法]
組織の採取:実験動物として体重約125-175gm の Wistar系雄性ラットを用い，麻酔下にて臓器を
取りだした後，パルサム板に伸展貼付し， 3 -5 日間， Zamboni液中で浸漬固定を行った O その後ア
ルコール脱水系列およびキシレンに浸漬し脱脂した後，再びアルコール脱水系列を逆に戻し，最終的
にリン酸緩衝生理食塩水に浸漬したO この操作により容易に筋間神経叢を含む筋層と粘膜層を分離す
る事が出来た。
免疫組織化学法:胃伸展標本はリン酸緩衝生理食塩水にて洗浄後，抗VIP うさぎ抗体にて 2 日，リン
酸緩衝生理食塩水にて洗浄 1 時間， F 1 TC標識抗うさぎ IgG抗体にて 1 日，リン酸緩衝生理食塩
水にて洗浄 1 時間の後，スライドガラスに貼付し， B励起波長および520nm吸収波長にセットした蛍
光顕微鏡にて観察した。
実験群は以下のとおりである。(1)正常のラット胃における VIP陽性構造の分布， (2)コルヒチン(コ
ルヒチンは軸索流を阻害し，細胞体レベルのペプチド同定を容易にする)処理ラット胃における VIP
陽性細胞体の分布， (3)大内臓神経あるいは腹腔神経節節後線維の切断手術を施したラット胃における V
1 P陽性線維の分布，および(4)迷走神経の切断手術を施したラット胃における VIP陽性線維の分布。
また，胃の伸展標本によって得られた結果は凍結切片によっても確かめられた。
[成績]
伸展標本により VIP陽性線維および細胞は筋問神経叢，輪走筋および縦走筋層内に豊富に存在した。
筋層のVIP線維の走行は，平滑筋の走行に一致した。一方筋間神経叢ではVIP線維は筋間神経節お
よび、 lnternordal strand に多数観察された。コルヒチン処理ラットにおいてVIP陽性細胞は筋間神経
叢に極めて豊富に認められた。次に，筋間神経叢および筋層内の豊富なVIP神経線維の起始を調べる
ため両側の大内臓神経あるいは腹腔神経節節後線維および迷走神経切断実験を行った所，これらの V 1 
P神経線維は全く消失しなかった。このことから筋間神経叢，輪走筋および縦走筋層内の豊富な VIP
陽性線維の多くは内在性のVIP細胞，即ち筋間神経叢に存在する陽性細胞に由来することが示された。
[総括]
1. ラット胃における VIP含有ニューロンおよび線維の分布をあきらかにした。
2. 各種の実験免疫組織化学的研究により，胃内VIP線維の主体は外来性の細胞体より供給されるも
のでなく，筋間神経叢に存在する内在性のVIP細胞体より供給されるものと考えられた。
論文の審査結果の要旨
本研究は従来まで不明であった胃壁内の Vasoactive intestinal polypeptide (V 1 p) の分布とその
神経支配形態を免疫組織化学を用いて明らかにしたもので，消化管運動調節における VIP の作用の解
明の上で重要な手掛りを与えた。
従って，学位論文として価値あるものと認めるO
